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 ワークショップを通し 

参加者が普段何気なく行って 

いる活動には見守りや 

仲間づくりといった意味が 

あり、その１つ１つが地域の 

宝物であると確認しました。       

講師を務めた池田理事長は 

「この活動を繰り返し行って 

いくことで、さらに地域の宝物

を発見でき、支えあいの輪が 

広がっていきます。近いうちに

他の町村でもやっているお宝 

発表会を、広尾町でも開催 

できたら嬉しいです」と 

話されていました。 
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3月 20日(水) 

「10年後のまちづくり今後の地域づくりを考える」 

～みんなで発見地域の宝物(日常の支えあい)～ 

「地域づくりから育つひろおの支え合い」 

1月 9日の講演会の続きとして「10年後の 

まちづくり 今後の地域づくりを考える」 

～みんなで発見地域の宝物(日常の支えあい)～

が開催されました。講師には 1月に続き 

全国コミュニティライフサポートセンター  

池田理事長をお招きしました。夜遅い時間にも

関わらず 43名の方にご参加いただきました。 

＜2019年 3月 20日(水) コミセン大ホール＞ 

 


